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第1 回定例市会2 月議会終わる

主に2 0 2 2 年度予算を審議する、2 月1 7 日

から3 月2 9 日までの会期で開かれていた第

1 回定例市会2 月議会が終わりました。

予算に対する、つなぐ議員団の代表質疑

は2 月2 5 日に、香川真二議員（神戸志民党）

が、①王子公園再整備について②生徒の

ニーズに応じた学校運営について③精神

疾患を抱える方に対する生活支援について

④学校司書の配置について⑤小学校給

食について⑥介護職員の人材確保につい

て質疑しました。焦点の王子公園再整備問

題では、「基本方針（素案）の一定の見直し

を検討」すると答弁したものの、「大学誘致あ

りき」の姿勢はそのままです。

予算特別委員会では連旧局別審査が行われ、

総括質疑は高橋ひでのり議員（無所属）. が、①

区役所窓口業務委託問題②市営住宅のアス

ベスト調査の検証について行ないました。

代表質疑や、予算特別委員会総括質疑要旨、

局別審査質疑項目は以下、掲載しています。議

会最終日には、小林るみ子議員（新社会党）が

一般質問を行いました。質問要旨を掲載しま

 す。

1 ・王子公園再整備について
再整備基本方針（素案）に対するパブ

リックコメントでは多くの意見が寄せられ

ている。その要因として、情報提供が少な

く、賛成も反対も意見を述べることも難し

いなどの不満の結果だ。そこで、廃止を検

討しているテニスコートやサブグラウンド

等の現在の利用状況等を数字で示し、各施

設の必要性について、市民との議論を深め

再整備を検討するべきであると思うがどう

 か。

( 久元市長）

再整備基本方針（素案）については、議論の

たたき台として意見募集した。多くの御意見や

提案をいただき、改めて市民の皆さんが愛着を

持って、それぞれの施設を御利用いただいてい

ると実感している。今後、パブリックコメント

や利用団体などからいただいた意見を真摯に受

け止め市の考え方を示していく。また、利用者
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の属性、近隣の方の利用状況、全市的な施設

の位置づけなどを分析し、議会での審議も踏

まえ、改めてゾーニングや再整備の方向性も

含め、基本方針（素案）の一定の見直しを検

討していきたい。併せて地域の皆さんや事業

者の皆さんからも意見を頂戴するなど、対話

を行い、意見、アイデアなどもお聞きしなが

ら、基本方針をまとめていきたい。

( 香川議員・再質疑）

大学を誘致する目的として若年人口を流入

させるとあるが/ その目的に対して、大学以
外でその選択肢はなかったのか。また、どう

いう議論で大学誘致となったのか。 ・

( 今西副市長）

大学誘致は、目的・効果として、若年人口

の流入・定着があるということで、素案では、

老朽化した施設更新とともに、大学の誘致が

重要として提案をさせていただいた。もちろ

ん子育て世代を中心に動物園も大変人気の施

設で、その老朽化の更新とともに、さらに将

来を見据え必要な機能ということで、大学誘

致を決めた。企画調整局がリードして、いろ

いろ議論をしたが、大学以外の議論というの

もあったかもしれないただ、あの文教エリ

アの中で、さらに経済的な効果、地域課題の

解決など求められているという状況の中で、

やはり大学が最適であるという形で収れんし

ていったと思う。

( # 川議昌・苗誓疑）

大学誘致をやめるという選択肢があるのか

ないのか。また、大学誘致で、学カレベルな

どどんなビジョンをお持ちなのか。また再整

備において、2 0 歳前後の大学生が集うエリア

にしたいのか、子育て世代のファミリー層な

のか、メインターゲットはどこにおいている

のか。

( 今西副市長)

大学誘致は重要な要素であり中長期的な

観点から、その必要性、重要性など高いと

判断し、素案として提出を' させていただい

た。一方で、市民の意見を総合的に検討し

見直しにつなげていきたい。海と山が育む

グローバル貢献都市の観点に照らし、ふさ

わしい地域に開かれた競争力の高い大学だ。

大学誘致で若年層の増加は想定されると思

うが、スポーツ施設や動物園は、引き続き

多様な世代が交流ができる機能を持たせる

ことが必要と考え、特定の年代をターゲッ

卜にしていない。

( 香川議員・再質疑）

アメリカンフットボールの聖地としての

新スタジアム整備は素案の中で、唯一具体

的だ。稼働率や観客席、動員数についてど

う考えているのか。現在、甲子園ボウルで

は、球場の外野に特設グラウンドをつくっ

て、実施されているが、甲子園ボウルのよ

うな集客力のある試合を誘致できるのであ

れば魅力的な施設になるとも思う。新スタ

ジアムについてどのようなビジョンを持っ

ているのか。

( 小原副市長）

関西アメリカンフットボールの学生リー

グの公式戦が数多く開催されてきた経緯か

ら、競技団体と地元の方が連携し、，地域活

性化に取り組む中で聖地と呼ばれるまでに

なったと聞いている。一方、アメリカン

フットボ' ―ル以外にも、サッカ' ―やグラウ

ンドゴルフ、運動会等幅広く御利用いただ

いている。社会人のX リーグなど、アメリ

カンフットボールの試合では、3 ,  0 0 0 から

5 ，0 0 0 席程度の会場で十分だと聞いている。

試合を効率的かつ数多く開催していただく

ことは、こうしたことも考慮する必要があ

ると考え、パブリックコメント等でいただ

いた御意見・御提案、議会での審議を踏ま

え、改めて整備の方向性、ゾーニングを再

検討して整理していきたい。

2 . 生徒のニーズに応じた学校運営に
ついて

先日会派で桃山台中学校の「習熟度別授

業」を視察した。一人一人の子供に寄り
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添った質の高い教育を提供しており、生徒・保

護者にも好評だった。さらに同校では、地域の

ボランティア等が不登校児童生徒の登校支援

を行う「校内フリースクール」に取り組んでい

る。生徒のニーズに応じた教育が求められて

いると感じた。今後の学校運営として、各学校

の状況をよく知る現場の先生がアイデアを構

想し実行して、魅力的な教育が広がることが

理想と考える。まずは、「習熟度別授業」や「校

内フリースクール」を他校にも拡大するべき

と考えるがどうか。

( 長田教育長）

習熟度別授業は、1 人1 人の学習状況に応

じて支援ができる効果的な学習形態の1 つだ

が、同じ教科の教員を複数名配置をする必要

があるという課題もあり、今後好事例を全校

に発信をするとともに、学校現場とも意見交

換をしながら、学習体制の充実に向けて、より

よい方法について模索をしていきたい。不登

校児童・生徒の支援は、くすのき教室を市内8

か所に設置し、社会的自立に向けて、学習指導

とともに、自然体験など1 人1 人に寄り添っ

た支援を行っており、また、ほとんどの中学校

で、教室に入りたくても入れない生徒を対象

とし、別教室を利用し、個々の学習状況等に応

じた指導や、生活指導などの取組を行ってい

る。不登校対策の総合的かつ体系的な支援の

在り方ついても、有識者の知見も得ながら検

討を進めていく。

( 香川議員一再質疑）

不登校児童生徒が年々増加する中、保護者

の方はかなり悩まれていると聞く。ぜひとも

教育委員会のほうで、保護者の方のケア、さら

には保護者同士で話ができるような環境とか、

ネットワーク的な保護者同士の繋がりをサ

ポートする仕組みについても必要と考えるが

どうか。

( 長田教育長）

保護者への支援は、市内8 か所の教育相談

所において相談を受け付けたり、また総合教

育センターでも、電話相談やカウンセラーと

の面接相談によるカウンセリングを実施して

いる。くすのき教室でも、保護者面談等を行っ

ており、継続的に把握するための体制整備や

保護者同士のつながりをサポートする仕組み

は、今後不登校対策の総合的かつ体系的な支

援の在り方を検討をしていく中で議論をして

いきたい。

3 . 精抑疾患を抱える方に対する生活支
援について

精神疾患患者に対する支援については、従

来入院による治療が主であったものが、地域

での生活支援にシフトしていると聞く。自分

の家で生活したい、家族と生活したいとい

う希望があるものの、住居確保問題に直面し

ている。地域移行を進めるため、居住を支援

するN  P  〇法人や不動産関連企業等と連携

し、行政として住居確保の支援ができないの

 か。

( 小原副市長）

神戸市でも精神障害者が地域で安心して暮

らしていけるよう地域移行、地域定着を推進

している。入院経験があり、退院後の生活に

ついて、自らの経験を基にアドバイスができ

るピアサポーターを養成登録し、住宅確保を

含む退院に向けた支援も行っている。また、

障害者福祉サ' ―ピス事業者等は退院に向けて

の支援に当たり、不動産事業者、家主との関

係を築き、理解を深めることにより住宅確保

に努めている。

しかし精神障害への理解不足等から、入居

を断られ、スムーズな住宅確保には、まだ課

題も多いと考えている。こうした状況を受

け、神戸市、不動産団体、福祉団体などで構

成する神戸市居住支援協議会では国が創設し

た新たな住宅セーフティーネット制度に基づ

き、高齢者、ひとり親等の住宅確保要配慮者

の円滑な住宅確保に向け、居住支援法人と連

. 携した支援に取り組んでいる。

この居住支援法人は、住宅確保要配慮者の

状況、ニーズに応じた住宅を探す入居支援、

入居後の見守りや就労支援などにつなぐ生活

支援の役割を担っており、現在2 0 の団体が活

動いただいている。住宅確保に当たり、関係

者の精神障害への正しい理解が必要で今後は

居住支援協議会等を通じ不動産事業者、家主

などに対し、精神障害者への正しい知識の浸

透を図るなど、連携に取り組んでいきたい。

( 香川議員・意見）

住居の確保は、これだけやられてるという

のは私も実はあまり知らなくて、教えていた

だき感謝する。住居の確保で、地域移行、地

域定着も大事になってくるが、生活を自分で

する不安や、食事の支度、衛生面の管理とか
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できない方もおられる。そういう福祉サービ

スは市内には6 、7 か所ぐらいしかなく、そ

のようなサービスを今後増やしていただきた

 ぃ。

  4 . 学校司書の配置について
本市では、学校司書が全小中学校2 4 5 校に

対して1 5 0 人しか配置されていなく、2 0 人程

は1 人で2 校を担当している。学校司書は、

読書活動の推進やボランテイアとの協働な

ど、多くの業務を担当しているが、司書配置

前後でどのような効果が見られたのか。さら

に文部科学省の第6 次「学校図書館図書整備

等5 か年計画」でも、学校司書の配置拡充を

図ることとされており効果を検証の上、各学

校に専任配置することも必要と考えるがどう

 か。

( 長田教育長）

学校司書は、図書館環境整備や児童・生徒

の読書活動の推進等、学びを支える観点か

ら、大切な役割を担っている。配置した学校

では、学校図書館環境改善や貸出冊数増加に

加え、学校司書が授業に必要な図書を準備す

るなど、教員の授業支援にもつながってい

る。本市では国の財政措置額をかなり上回る

額を予算化しており、1 校当たりの配置時間

や予算額でも、他の政令市と比較しても遜色

のない水準だ。一方約3 割の小・中学校には

現在配置できていない状況で、令和5 年4 月

の全校配置を目指して取り組んでいる。

( 香川議員・再質疑）

学校司書の配置に関しては、ぜひとも専任

で配置していただきたい。教育長も予算が随

分かかることを言われてたが、ぜひ市長、予

算をつけていただけないか。

( 久元市長）

教育委員会の予算は非常に多岐にわたって

いるが、学校司書、学校図書の予算は、大変

重視をしている分野で、市長査定の中でも教

育長と十分議論して計上した。

  5 . 小学校給食について
一体型校舎への改築計画が進められている

港島学園の改修案では、自校調理するための

調理室がなく、民間デリバリー方式が採用さ

れると聞く。小学校給食は、多くの学校で自

校調理方式が採用され、一部の学校では給食

センター方式であると承知しており、民間デ

リバリー方式を新たに採用するに際して、議

会に対しての説明・相談が不足していると感

じる。また、今後業務の効率化等を名目とし

て、民間デリバリー方式の拡大が懸念される

が、今後の展望について伺いたい。

( 長田教育長）

港島学園は現在の給食設備は老朽化してお

り、児童・生徒全員に給食を提供するために

は、全面的更新が必要だ。そのため、令和6

年度中に予定をしている中学校給食の全員喫

食職制移行に合わせ、民間デリバリー方式に

より、全ての児童・生徒に温かい給食を提供

できないか検討してる。小学校の給食施設に

ついては、児童・生徒数が減少傾向にある中、

将来を見据えた適切な管理運営に取り組む必

要があり、現在老朽化等に伴い校舎の建替え

を計画をしている学校について、適切な給食

提供方法を具体的に検討を行っている。将来

的に給食をどのように提供していくのかは、

今後の児童数動向や校舎老朽化の進行状況、

学校施設等の有効活用など様々な観点から検

討をしていく必要があり有識者からも意見を

伺いながら検討したい。

( 香川議員・再質疑）

小学校給食は自校方式が基本と思ってお

り、そうでなければセンター方式で、デリバ

リー方式というのは中学校の給食の提供方法

だと思っていた。今回、港島学園の小学校も

デリバリー方式になると聞き、それでいいの

かと考えた。説明を聞いたときに、デリバ

リー方式は、コストが安いと言われたが、コ

ストだけで給食の提供方法が変わっていいも

のなのか。

( 長田教育長）

コストも検討する上での重要な要素だとは

思うが、義務教育学校なので、前期課程、後

期課程通じて同じ給食を提供するということ

が食育の推進につながると考える。

6 . 介護職員の人材確保について
少子高齢化の進展に伴い、コロナ禍での三

密回避の困難さや、離職率の高さなどを背景

とし介護人材不足は深刻な課題となってい

る。神戸市でも介護人材確保の施策を行って

いるが、その解消は容易ではないと考える。

人材不足解消が難しいのであれば、介護分野
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でもオンラインなど積極的にI  C T を活用

し、人材に頼らない介護体制構築を進めるベ

きと考えるがどうか。

( 小原副市長）

人材不足解消を目指し、人材確保プロジェ

クト「コウベd e カイゴ」と銘打ち人材確保

や職場環境改善につながる取組を推進してい

る。具体的にはI  C T の効果的な活用を促進

して介護現場の環境改善を図ることが、職員

負担軽減に加え、業界全体のイメージアップ

にもつながり、ひいては利用者への質の高い

サービス提供、介護人材の確保にもつなが

る。I  C T 機器や介護ロボットを導入するに

当たり、機器の使い方への不安、効用と介護

現場のニーズとの不一致、コストなどが課題

で、神戸市において今年度から介護ロボット

導入時の課題抽出、好事例の横展開を行う介

護テクノロジー導入促進プロジュクトを実施

しており、今後も事業者団体と連携を図り人

材の確保に努めていきたい。

予算特別委員会各局審査質疑項目

浦上忠文議員
・建築住宅局

1 . 住宅困窮者の現状把握- 支援について

2  , マンションの適正管理について

小林るみ子議員
・危機管理室・消防局

  1 . 兵庫県弁護士会との災害協定を早急に

  2 . 災害時の公園（王子公園）に求められる役割について

  3 . 過去の災害経験（都賀川水難事故）を生かした災害対応について

・健康局

1 . 子宮頸がんワクチンの積極的勧奨再開について

2  . 超時間労働に起因するうつ症状の保健師・事務職の実態について

・環境局

1 . アスベスト飛散防止対策について

2  . 再生可能エネルギーへの転換について一小水力発電所一

・建設局

  1 . 王子公園再整備計画素案の見直しについて

  2 . 信号機のない横断歩道の視認性向上について

・福祉局

介護保険制度全般について

2 . 「介護離職」「ダブルケア」の実態調査を

・水道局

  1 . 市役所4 号館からの水道局の移転について

  2 . 民間業務委託での職員減による市民サービス

の低下について

  3 . 水道に関連する相談ごとについて
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あわはら富夫議員
・行財政局

1 ・区役所業務の民間委託について

・企画調整局

1 . 政策決定過程の見える化について

2  , 王子公園の再整備について

3 , ポ' ―トアイランド・リボ^ ―ンプロジェクト

について

・交通局

  1 . 神戸交通振興（株）解散に伴う社員の雇用確保

について

  2 . データに基づく持続可能なバス路線網の構築

について

  3 . バリアフリー改修に関する当事者意見の聴取について

  4 . 市バスと地下鉄の会計の一本化について

・都市局

  1 . 都心・三宮再整備の全体事業費及び経済効果の見直しについて

  2 . 新長田駅南地区再開発事業の市民検証報告について

  3 . 空港島の事業収支について

高橋ひでのり議員
・こども家庭局

  1 . 児童家庭支援センターについて

  2 . — 時保護された子供の意見表明支援制度

について

・経済観光局

1 ・みどりの食材システム戦略について

  2 , ネクストファーマーの育成について

3 ，家庭用堆肥の活用について

・文化スポーツ局

1 . 垂水日向遺跡の発掘調査について

2  . 五色塚古墳の整備について

  3 . 新垂水体育館における講座事業について

隊謎燃縱卿曜國

香川真二議員
・港湾局

1 . カーボンニュートラルポートの推進

について

2  . モーダルシフトの推進について

・教育委員会

  1 . 就学相談・教育相談体制の再構築

について

  2 . 特別支援学級の学級編制基準と体制

について

  3 . 通級指導教室について

  4 . 小学校における給食の提供方法について
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G 高橋ひでのり議員・予算特別委員会総括貿疑要皆
1 ・王子公園再整備について

代表質疑や局別審査で大学誘致をやめる選

択肢はあるのか会派で質疑したが、明確な答

弁はなかった。ただ、今日の質疑も含めて、

大学誘致をやめる選択肢はないと受け取った

ので、. その点だけ申し上げておく。

2 . 区役所の業務委託問題につい
て

兵庫区役所と北神区役所で先行実施されて

いる市民課及び保険年金医療課業務委託につ

いては市民サービス低下につながるため、会

派として反対してきた。昨年1 0 月から業務委

託された市民課業務のうち戸籍事務の一部に

ついて、この3 月から委託範囲から除外され

るが、半年も経過しないうちになぜ除外され

るのか。

( 久元市長）

戸籍事務は、定型的業務は事業者が行うこ

とを基本とし、事務処理方法を工夫改善し時

間短縮に努めてきたが、委託開始後の検証の

結果、法令上の制約もあり、市と事業者のや

り取りが多く処理時間が延びている状況が判

明した。よって最初の受付などはこれまでど

おり事業者で対応し、内容確認以降の業務は

市職員で直接対応する変更契約を行った。

( 高橋議員再質疑）

この4 月から保険年金医療課の委託も始ま

る。私自身2 1 年間区役所で、この仕事の経験

をしたが、この仕事は大体5 年以上勤続のべ

テラン職員が半分ぐらいいれば落ち着き、住

民サービスも確保できる。というのも、国保

や年金は毎年のように制度が変わり、法律や

制度に習熟してないと、住民の方に分かりや

すい説明ができない。聞くところでは、昨年

5 月に兵庫区役所に派遣として配属された9

人全員が辞められたと聞く。明日から窓口に

出る時に、こんなに覚えることが多い業務だ

とは知らなかった方もいたそうだ。今回のこ

とで、トップも本庁の職員も区役所の仕事を

少し軽く見てるのではと感じた。保険年金医

療課委託は延期し、きちんと検証を続けるベ

きと思うがどうか。

( 久元市長）

年金、国保の仕事は非常に専門的で、専

門的知識を持った職員が対応されうまく

いってたと思う。しかし、今後の区役所の

在り方として、専門的な知識を持ってる職

員たちだけで対応するやり方が持続可能な

のか。区役所で対応する仕事は、ある程度

定型化され、マニュアルも整備され、専門

的部分は本庁が判断、指示するような形で

対応していかなければ、これからの区役所

の仕事というのは回っていかない。委託は

予定どおり進めるが、問題が生じれば本庁

と区役所、また事業者との間で議論をし対

応していく。

( 高橋議員再質疑）

実際、定型的業務と非定型業務はすぱっ

と割れないのがこの仕事の特徴だ。最初定

型の業務でも非定型になるケースは沢山あ

る。市の職員と頻繁に連携する必要がある

業務は最初から委託をせずにやるべきだが

どうか。

( 今西副市長）

今回の委託で、保険料試算は定型業務と

捉えるが、定型業務を超えた相談業務に派

生することも十分考えられ、その場合は職

員が対応していく。また、高度で複雑な問

題は最初から職員が対応し、定型的業務は

委託職員で、それ以外は職員が対応する形

でやらせていただきたい。

( 高橋議員意見）

これから業務委託されて数年経過すると、

現場で経験のない職員ばかりになり、事業
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者がした業務をチェックができるのか。決裁

は職員がするとしているが、ちやんとチェッ

クできるのか疑問だ。保険年金業務は委託見

直しを要望する。

3 ・市営住宅のアスベスト調査の
検証について

下山手住宅解体工事のアスベスト含有問題

で、予備調査、事前調査、3 回目の再調査で

5 0 か所ぐらいのうち2 5 か所で含有の有無が

分かれた。1 回でもアスベストありの結果が

出た全てでアスベスド除去工事をすることと

したため、事業費が5 億円も増えた。この

間、発注元の責任として調査結果が異なった

原因を検証すべきと再三言ってきたが、検証

されてない。適正な調査分析ルールを確立せ

ず、業者任せが今後も続けば工事費は増大す

る。今年5 月には外壁の解体工事が開始され

るが、その前に試料を取って検証をすべきだ

がどうか。

( 油井副市長）

改めて調査を行い、新たな分析結果や見解

が示されても、アスベスト含有りの分析結果

は否定できない。さらに、今回再契約の請負

による事前調査を行い、指導監督部局の有資

格者による現地立入調査でも確認しており、

改めて検証する必要はないと考える。再発防

止に当たっては、さらなる調査精度の向上の

ため、建築物解体工事などの事前調査におい

て専門資格である建築物石綿含有建材調査者

を活用し、予備調査については精度を高める

ため調査仕様書で資格要件を設けるなど基準

の統 一に取り組んでいる。

( 高橋議員再質疑）

建築住宅局の職員が建築物石綿含有建材調

査者協会に問合せをしたメールのメモのコ

ピーを私は持っている。昨年1 1 月2 6 日に建

築住宅局の職員が3 者の調査の結果の食い違

いについて協会の知見を聞きたいというメー

ルをされた。それに対し、もう少し詳しく方

法を教えてという先方からのメールがあり職

員が説明した。その問合せの最中に、油井さ

んは昨年1 2 月の本会議で小林議員の質問に

対し、「結果が異なることについて専門機関

にも確認を行なったが、原因の特定に至ら

ず、アスベスト含有について否定はできない

との判断で、新たな解体工事をする」と答弁

し、専門機関の返事を待ってる段階で、確認

したと言い切られている。これはちょっとど

うか。その後、1 2 月1 3 日に協会から回答が

あり、分析機関が保管している試料を回収す

るか、もしくは過去の採取箇所に近接した場

所で再度採取をし、それを複数の熟練した分

析者が分析し、協議して合意した結果を基に

分析結果を検証すると回答している。それで

もなぜ検証しないのか。

( 油井副市長）

要は新たにもう1 度調査をするという回答

であったと思うが、調査結果が違う場合の取

扱いについて、労働基準監督署や指導監督部

局の見解では、1 度でも含有ありの調査結果

が得られた建材については、アスベストが含

有しているものとして除却工事を施工すべき

ということだった。よって、調査の依頼はし

ない。

( 高橋議員再質疑）

検査しない本当の理由は何か別の理由があ

る感じがする。検証で必要のないアスベスト

除去工事が明らかになり、税金の無駄遣と言

われ、工事見直しを迫られることが嫌なん

じやないか。どう考えても真実の隠蔽と思

う。これでは除去工事はいくらでも増える。

今年2 月5 日に東京で石綿問題総合対策研究

会が開催された。この研究会は厚生労働省や

環境省、アスベスト専門家が参加する日本で

最も権威のある専門家会議だが、そこである

専門家がこの神戸の事例を報告した。すると

非常に注目を集め、試料を回収し、ぜひ検証

してほしいという声も上がった。厚労省や環

境省もこの神戸の問題に非常に関心を寄せて

おり改めて検証すべきと思うがどうか。

( 油井副市長）

. 工事は法令に基づき適切なアスベスト対策

に取組んでおり、公費の無駄遣いとは考えて

いない。

( 高橋議員意見）

この神戸市の対応は非常に国や業界が注目

している。おそらく、5 億円の無駄遣いとい

うことで今後住民監査請求が起きるだろう。

検証せず真実を隠蔽したままでは、神戸市は

5 億円の税金の無駄遣いをしてるという批判

は逃れられないことを指摘しておく。
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1 - 子宮頸がんワクチンの積極的
勧奨について

子宮頸がんワクチンの接種について、国

より今年4 月から積極的勧奨を再開する旨

の通知が出された。子宮頸がんワクチン接

種による副反応は、頭痛や知覚障害、歩行

障害、睡眠障害など、多様な症状が重層的

に表れる特徴をもつ重篤なもので、今なお

苦しんでいる女性たちも多くいる。積極的

勧奨を再開すれば増えることが想定される

副反応被害者に対し、神戸市として適切な

対応はできるのか、どこまで責任が持てる

のか、危惧している。積極的勧奨の再開は

留まるべきではないか。

( 久元市長）

接種通知の際は、接種対象者及び保護者

が接種について検討、判断できるよう、ワ

クチンの有効性、安全性の情報提供が重要

で、接種券送付の際、有効性、安全性につ

いての科学的エビデンスが記載された国の

リーフレットの他、副反応や健康被害救済

制度の相談窓口を記載した通知文を同封す

る。副反応への相談体制は、痛みや倦怠感

など症状が継続している方に対し、保健師

などの医療職が電話などで状況を確認し、

医療や救済制度などの情報提供も行ってい

く。さらに、継続支援が必要な場合は、各

区保健福祉部で対応し個別通知を行ってい

 く。

診の必要性等を記載した冊子と検診無料クー

ポン券を、さらに4 0 歳を迎えられた女性の

方には、子宮ガン検診を含む各種のがん検診

の無料受診券を送付している。2 0 歳検診の

未受診者に対しても、個別にはがき送付によ

り再勧奨、再々勧奨を行っている。さらに、

節目年齢となる3 0 歳、5 0 歳、6 0 歳の対象者

には、はがきによる個別受診勧奨等を行って

いる。

( 小林議員意見）

無償による定期検診が一番早期発見・早期

治療につながるので、それを最優先にするこ

とを考えていただきたい。そして相談、医療

体制が十分整備されるまでは積極的勧奨は控

えるようにするべきだと思っており、. 慎重な

対応が必要だ。

( 小林議員再質問）

ワクチン副反応被害者が裁判しているが、

その弁護団がこの1 月に各自治体に8 項目

の要望、要請をした。その中から2 点質問

するが、まず、接種した者の長期追跡調査

を求めているが神戸市としてどう考えるか。

もう1 つは、検診の必要性の周知と検診の

費用の無償化等による検診受診率向上を求

めているがどう; ^ 。

( 小原副市長）

追跡調査は、国で一元的に全国的に実施

され、市としても参画、実施するので市独

自での追跡調査は考えていない。検診の受

診率向上のために、2 0 歳の女性の方には、検

2 . 子どもの居場所事業について

本市では児童館や大学と連携した子育てひ

ろばなど、子どもの居場所事業に取り組んで

おり、令和2 年度からは民間事業者等が実施

する地域子育て支援拠点事業にも補助を実施

している。当該補助の採択件数は、制度開始

した令和2 年度が3 件、令和3 年度は前年度

から4 件増えて7 件になったが、令和4 年度

は3 件に減少し、不採択団体からは、納得で

きない旨の声を聞いている。なぜ、このよう

な事態になったのか。

( 小原副市長）

令和3 年度の状況は補助団体が事業を進め
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る中で、資格を持ったスタッフが相談に応

じる機能や、情報発信に課題があったりす

る場合が見受けられ、そのため利用者数が

伸び悩むなど、本来求められる機能を十分

に発揮することが難しいことが分かった。

そこで令和4 年度は、既存拠点からの距離

や事業内容、運営体制、地域との連携、利

用実績などを審査し、十分に機能が発揮で

きる水準であると判断した3 団体に対し補

助採択を行った。

( 小林議員再質問）

今神戸市が取り組んでいる子供の居揚所

づくり事業は非常に評価をしており、私も

この場所に何度も行ったが、親子が触れ合

い交流しながら、そこで自信を持ち、客観

的に自分の子供を見ることができる居場所

だと思う。そういう子供の居場所に本当に

求められるのは、継続性や安定性だと思う。

ところが、今のこの補助事業では、十分に

継続性も安定性も求められていない。ある

意味、行き当たりばったりのやり方では、

将来性というか、保障はないと不安を抱く。

将来の方向性や方針が見えないと思うがど

うか。

( 小原副市長）

子供の居場所事業については神戸市内で、

児童館を中心に今回、民間の3 か所を含め

た1 4 6 か所ある。児童福祉法に基づき、0

歳から2 歳の保護者を対象とした交流・相

談・支援拠点、この事業は非常に重要だと

考えており、児童館と指定管理事業者のほ

うで、きちっと委託の形で確保していくと

ともに、民間で活動参画いただいている

方々の応援もいただき、できるだけ地域で

空白拠点が生じないよう実施していきたい。

併せて、これまでは地域で自主的にやって

いただくこともあったが、今現在でも、乳

幼児だけではなく、高齢者、障害者の方の

居場所づくり事業にも、N P O 等で地域課

題解決に取り組んでいただいている団体も

あり、こういう団体をサポ1 ―卜するための

支援制度も新たに設け、地域全体で子育て

支援の活動が広まるよう取り組んでいく。

に来られた。子供の居攝所づくり事業に力を

入れておられる市長としてどのようにお考え

 か。

( 久元市長）

子供の居場所づくり事業については、もち

ろん承知をしていたが、この3 件とか、7 件

とかという子供の居場所づくり事業について

は、小林議員から通告をいただき初めて知っ

 た。

( 小林議員再質問）

非常にひどく、残念なことになっており、

この事業者に対して説明責任を果たしていた

だきたい。それと4 月1 日から居揚所がなく

なるわけで、4 月以降の居場所を何らかの形

で保障していただくことを強く要望したい。

( 小原副市長）

今回、子供の居場所事業の補助事業につい

ては、要綱という形で、審査基準等も含めて

きちっと説明し、応募していただいた経緯も

ある。そうした意味において、地域で活動い

ただける方々について、N P O 等地域課題解

決型の支援メニューも新年度新たに設置する

ので、そういう案内も含めて丁寧に対応して

いきたい。

( 小林議員再質問）

切り捨てられた4 件のところは、納得が

いかないということで、私のところに相談
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つなぐ議員|

市民に開かれた議会、願いが実現する市政をめざすため、つなぐ議員回はより多くのみなさん

の声を聞くため、今年は每月街頭市政報告会を開催し、市民のみなさんの声を市政に生かしま

 す。

今年に入って、その第2 回目と3 回目を2 月2 0 日（日）に元町駅東口 （写真左）、3 月

2 1 日（月・祝）に三宮ダイエー前（写真右）で開きました。2 回ともちょうど予算議会の

真っ最中でもあり、ホットな予算関連項目を中心に王子公園再整備、区役所窓□業務委託、財

政問題などで報告が行われ、参加者と熱心に意見交換や質疑応答が行われました。

なお、4 ， 5 月の報告会は以下のように開催します。予算審議で明らかになった課題や、議

論の様子などホットに報告します。気候も暖かい時期です。西区と一水区では初めての開催です

ので、ぜひご参加下さい。

・4 月1 7 日（日）1 2 時~ 1 3 時/ 西神中央駅

春5 月2 9 日（日）1 2 時~ 1 3 時/ 垂水駅西口
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6 月1 3 日から6 月2 8 日の会期で行われた

第1 回定例市会6 月議会が終わりました。

今回の議会は、議長や副議長など市会諸役

の選出が主な議題でしたが、主に新型コロ

ナウイルス感染症対策や物価高騰等に直面

する市民生活や市内事業者への負担軽減、

経済活動支援の補正予算が提案され、熱心

な議論が交わされました。

一般質問は最終日に、つなぐ議員団から

高橋ひでのり議員が、①多井畑西地区里山

保全の将来像について②神戸市西部でのスケ

ボーパークの整備について③区役所業務委託

の進め方について④精神保健福祉センターと

家族会の連携について⑤学校を使う放課後学

習支援事業の支援について⑥不登校相談にお

ける連携の強化について行いました。以下、要

旨を掲載してます。

質問の詳細（動画）は神戸市会ホームページ

の「インターネット中継」で見ることができま

 す。

『①市民の声を市政に生かす②市政の

チェック機能を高める③政策決定過程の

透明化と徹底した情報公開④「人と暮ら

しと教育」行政への転換⑤議会報告会開

催をはじめとする市民に開かれた議会改革

の推進⑥女性や子どもの視点を大切にす

る』との共通政策を掲げ、合同会派「つなぐ議員

団」結成から3 年がたち、残り任期は来年の4 月

2 9  0 まで1 年を切りました。

この1 年間、つなぐ議員団としては、コロナ禍

で活動が制約される中でも、毎月の街頭市政報告

会や市民グループなどとの懇談などを重ねなが

https://tsunagu-kobe,
mailto:kobe@portnet.nejp
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ら、可能な限り市民の意見を市政に反映させ、委員会の所属が以下のように決まりまし

  共通政策の実現に向け努力してきました。 た。議員団役職については、前期と同じで

なお、今期の、つなぐ議員団の役職と新たなす。

・議員団役職

  相談役 浦上忠文（無所属）

  団長 香川真二（神戸志民党）

  幹事長 あわはら富夫（新社会党)

政調会長高橋ひでのリ（無所属）

  会計 小林るみ子（新社会党）

・常任委員会

総務財政委員会

教育こども委員会

福祉環境委員会

経済港湾委員会

都市交通委員会

あわはら富夫

香川真二

小林るみ子

浦上忠文

高橋ひでのり

・特別委員会

外郭団体に関する特別委員会

小林るみ子

未来都市創造に関する特別委員会

香川真二

大都市行財政制度に関する特別委員会

浦上忠文

繡蠢^ ^ ^ 鋤自き漏盡

つなぐは，現状維持を主張

今回の議会で、市会の議員定数を現行の6 9

から4 減の6 5 にする議員提出議案が提出さ

れ、賛成多数で可決されました。来年の市議

選から、東灘区、北区、垂水区、西区がそれ

ぞれ1 減になります。

議員定数削減問題は、今年初めから議会制

度改革検討会で議論されてきました。つなぐ

議員団としては、定数削減は市民の多様な意

見や要望を反映できなく恐れがあり、議員報

酬削減も同時に考えるべきと、定数について

は現状維持を主張してきましたが、会派間で

意見がまとまりませんでした。

結局、人口規模が近い他の政令市に比べ議

員数が多いとして、6 月議会に自民、公明、立

憲民主、国民民主党・友愛、共創・国民民主

などが4 減の議員提出議案を提出。これに対

し、つなぐの4 名と共産党は国勢調査にも

とづき、現状維持の1 増1 減案を提案、維

新は9 減案を提案しましたが、いずれも否

決されました。

なお、削減案の議案に対しては、浦上忠

文議員が反対討論を行いました( 写真) 。
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裏椿ひでーーH 賛簡麗鑿
1 ・多井畑西地区里山保全・

活用の将来像について

多井畑西地区は、7 2 ? 4 の広さを持つ貴重な

里山地域だ。現在都市局が中心となり、里山

の保全・活用に向けた検討が進められてお

り、当該地区は豊かな自然が多く残っている

ことから、無秩序な開発を抑制し、みどり豊

かな都市環境形成の取り組みとして、ぜひ推

進してほしい。地権者全体検討会などで出た

地域の意見を集約し策定予定の「里山の保

全・活用に関する将来像（案) 」の進涉状況と

今後の方針について、市長の見解を伺う。

( 久元市長）

令和2 年に里山保全・活用を発表以降、地

権者と市が協働で取組を進めるため、地権者

全体検討会などを開催し、地区の課題や魅

力、活用方法などの意見交換を進め、里山の

保全・活用に関する将来像案を地権者と市の

協働で作成し、今年3 月2 7 日の地権者全体検

討会で説明し情報共有を図ってきた。今年度

は地区西側の市有地について、地区内での相

乗効果が見込まれるような利活用の取組を検

討する。あわせ、将来像の実現を見据え、竹

林整備や交流広場整備など、先行的に学生や

民間企業などによる利活用の取組を実施す

る。今後も地権者との意見交換や民間事業者

のアイデアをいただきながら、ゾーンごとの

具体的な取組内容を検討し、将来像実現に向

けた実施計画を策定したい。

( 高橋議員・意見）

地区内には、民有地と市有地が点在し、地

権者の方々とは丁寧な話し合いが必要だ。一

方地区西側にある市有地は、幹線道路に面し

てアクセスしやすく、そこに今後の地区全体

の利活用を促進する拠点を創ることで、波及

効果が期待できる。近隣住民や民間企業、学

校関傑者など関係者に関わっていただく場を

そこに作ってはどうか。地区の中央部や北側

は、里山体験を気軽に味わえる場所であり、

多くの住民が参加できる仕組みを作っていた

だくことを要望する。

2 . 神戸市西部でのスケート

ボードパークの整備について

東京オリンピックを契機に、スケートボー

ドなどのニュースポーツの競技人口が増えて

いるが、その場所は本市では、中央区のみな

とのもり公園など三力所だけだ。みなとのも

り公園については、利用者が自主的に公園を

整備したりマナー向上をはかるなど、建設局

の運営体制も評価している。一方、みなとの

もり公園が整備されてから減少していた商店

街などの苦情が、最近また出てきているとも

聞く。建設局が、公園管理者として、若者の

居場所づくりの観点も踏まえつつ、市内東部

と北部だけでなく西部にも、スケートボード

パークを新設すべきと考えるがどうか。
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( 油井副市長）

若者が地域とあつれきなく楽しむことが

できる施設のニーズの高まりは認識してい

る。公園内の施設設置は、俠間利用に対する

近隣への配慮が必要で、一定規模以上の大

規模な公園での設置が望ましい。管理運営

や施設内容の検討は、利用者レベルで施設

の内容が異なり、安全面の対策もあり、利用

団体等の意見も参考にしながら検討をして

いく必要がある。近年は民間が設置運営す

る施設も増え、民間事業者の参画意欲等も

把握していく必要がある。今後設置が望ま

しい公園について、市内の位置的なバラン

スも考慮し、管理運営方法や整備手法、施設

内容等の検討を行っていきたい。

( 高橋議員・再質問）

須磨海岸では昨年1 2 月から、港湾局に

よって複合バンクなどの器具を設置したス

ケートボードパークの社会実験が行われて

いる。須磨海浜公園駅からアクセスしやす

く、初心者が利用しやすいなどのメリット

もあり、多くの方が利用されている。先日見

学したが、管理会社によると、ヘルメット装

着など、利用者はきちんとルールを守って

いるとのことで、親子連れが3 分の1 程度

も利用しているとのことだ。休日に親子連

れが気軽に訪れるという須磨海岸の魅力向

上にも資することから、港湾局としても恒

常的なスケートボードパークにしてはどう

 か。

( 油井副市長）

須磨海岸では現在、社会実験としてス

ケートボードエリアを設置しており、約半

年間で1 ，0 0 0 人以上の方に利用いただいてい

る。また、照明設備や舗装改修を行い、利用

者からは高い評価をいただき、立地や利便

性の面から継続利用を希望する意見もいた

だいている。恒常的な設置については、民間

事業者の参画や、施設内容、管理運営手法な

どの課題があり、須磨海浜水族園・海浜公園

の再整備事業との連携も考慮する必要があ

る。現在の社会実験施設は、まずは実験の状

況を見極め、課題を整理しながら検討してい

きたい。

( 高橋議員・意見）

海岸全体の整備の中できちんと位置づけて

いただきたい。少なくとも今後の方向性が

はっきりするまでは、現在の社会実験をぜひ

継続してほしい。

3 ・区役所の業務委託につい

て

区役所定型業務の外部委託について、兵庫

区及び北神区役所では、令和3 年1 0 月より市

民課業務の先行委託を開始した。本年4 月か

らは保険年金医療課業務を委託する予定だっ

たが、北神区役所の受付業務と兵庫区役所の

一部のバックヤード業務については、委託が

延期となった。委託予定事業者からの申入れ

を受けた結果と聞くが、当局ではどのように

判断し延期を決定したのか、他の区も含めた

外部委託の今後の方針とあわせて見解を伺

 う。

今西副市長）

兵庫区役所の延期は、事業者からバック
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ヤード業務の習熟期間を確保したい旨の申出

があり協議を行い、後期高齢者医療、介護保

険は習熟が進んでおり、予定どおり委託し、

国民健康保険、国民年金、福祉医療は、バッ

クヤード業務の委託を延期する決定をした。

北神区役所の延期の経緯は、本年3 月に委託

後と同様の体制でシミュレーションをする予

定だったが、新型コロナの影響で一時的に体

制確保の困難となり行えず、繁忙期を避けた

9 月にシミュレーションし、1 0 月から委託

開始する決定をした。外部委託の今後の方向

性は、兵庫区役所と北神区役所の状況を踏ま

え、市民サービスに影響が出ないよう、次期

実施区の選定、準備の在り方や準備期間の長

さ、委託開始時期等の精査を行っており、順

次委託化を進めていきたい。

( 高橋議員・再質問）

兵庫のほうの延期の根拠がもう少しよく分

からない。昨年1 0 月に市民課で委託すると

きに戸籍業務が対象から外れた理由は、かな

り職員とのやり取りが必要で、かえって時間

がかかるということだった。もう7 月からは

国民年金と医療が委託対象になるが、そうい

う職員の関わりが必要な業務については対象

から外してほしいがどうか。

( 今西副市長）

委託範囲の考え方は、決裁、審査、法令等

で職員による対応が義務づけられている業

務、高度な判断を伴う専門性の高い業務など

を除く定型的な業務だ。国民健康保険、国民

年金、福祉医療の業務についても、この考え

方に基づいて定型的業務は委託し、それ以外

の業務はこれまでどおり職員が行う。例えば

国民健康保険の保険料の減免については、定

型的に対応できるような事務処理マニュアル

が整備されている範囲であれば、委託で対応

できると考えている。一方、支払いが困難な

事情には様々なケースがあり、聞き取りを行

う中で定型的な処理に当てはまらないような

事例については、職員へ対応を引き継ぐな

ど、判断を伴う事案については、これまで同

様、職員が対応していく。そういう中で、国

民健康保険、国民年金、福祉医療の業務を十

分対応できると考え委託は先ほど申し上げた

期日で行う。

( 高橋議員一意見）

国民健康保険料の軽減の相談を対応してい

た部門が、新長田合同庁舎に集中しており、

区役所の中に相談に対応できる職員が残って

ないと、本当に定型業務とは言えない部分が

ある。それはきちんと区役所に残すことで検

討していただきたいし、職員の関与が必要な

部分については委託対象から外すということ

を検討してもらいたい。

4 . 精神保健福祉センターと

ギヤンブル依存家族会の連

携について

近年ネットカジノが話題になったが、ギヤ

ンブルやゲーム依存は、アルコール等の依存

症と異なり、身体の問題が顕在化しにくく、

本人や家族が病識に乏しいという課題があ

る。一方、借金によって家族関係の悪化を招

くことから、家族の相談から回復の道が開け

ることが多いのが特徴だ。ギヤンブル依存や

ゲーム依存の回復には、同じ経験を持つ家族

会や当事者の自助グループが果たす役割が非

常に大きい。本市では本年4 月より、精神保

健福祉センターに「神戸市依存症専門医師相

談」をたちあげ、家族などを対象とした相談

を行っており評価している。さらに相談者の

同意があれば、専門医師相談に家族会の同席

を可能とするなど、精神保健福祉センターと

家族会との連携を積極的に進めるべきだがど
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うか。

( 小原副市長）

専門医相談を希望している場合、医師以

外の関係者の同席提案で、秘密保持への不

安から相談意欲低下や相談効果低下も想定

され、家族会の同席は難しいのではと考え

る。一方、家族会とのつながりは、同じつら

さを抱えた方同士が互いに支え合い、励ま

し合う中から、問題解決や克服、回復を図る

ため必要な機会であると考える。家族会の

情報については、市ホームページで公開し

ている他、専門医師相談の場でも必要に応

じて紹介しており、家族会といつでもつな

がれるよう情報提供を行っていく。

( 高橋議員・再質問）

もう1 つ大事なのは当事者、家族会との

連携だけではなく、関係機関が連携しない

と依存症対策は進まない。特にギャンブル

依存の場合は、弁護士、司法書士や、犯罪絡

みで警察も関わる。これらとの連携をやっ

ていただき、関係機関が相談窓口を紹介で

きる状況になってほしい。関係者による連

携会議をぜひ神戸市としても立ち上げてほ

しいがどう力ゝ。

( 小原副市長)

ギャンブル等依存症の方への対応につい

ては、多くの専門機関、関係機関が対応する

のが効果的で指摘のとおりだ。行政機関の

みならず、関係機関同士の相互の窓口の案

内、連携、普及・啓発に関する事業を実施す

る取組など総合的な取組が重要だ。今年度

から関係機関と今後どのような連携が有効

なのか、また求められるのか考えていく。そ

の上で、今後、各機関とのギャンブル等依存

症における支援状況、課題等の情報交換を

行い、改善方法を検討する場を設置してい

きたい。

( 高橋議員・意見）

ギャンブル対策推進法では、都道府県に推

進計画設置義務があり、兵庫県は昨年4 月に

つくつたが、それ以降、何も進んでいない。ぜ

ひ神戸市がそういう関係機関の連携の重要性

を訴えてもらい、県に働きかけることも含め

てやってもらいたい。

5 ・学校を使う放課後学習支

援事業について

こども家庭局では、学校外での学習機会を

十分に得られていない中学生を無償で学習支

援する地域団体に対して「学びへつなぐ地域

型学習支援事業」を、市内4 か所で行ってい

る〇一方、学力格差は小学校から顕在化し、家

庭学習や学校外での学習機会が不十分な小学

生もいる。垂水区では、N P ◦ が, 組織したボラ

ンティアと、学校の学ぶカ・生きる力向上支

援員が協力して、学校で「放課後学習ボラン

ティア」を実施している。担任教員が学習支

援を必要と判断した子どもが参加するもの

で、子どもの学力向上や保護者の安心につな

がる大変重要な取り組みだ。身近な学校を活

用した取り組みについては、子ども家庭局が

学校の理解を得ながら広げるべきと考えるが

どうか。

( 小原副市長）

学習習慣が身につく時期である小学生に、

早期から学習支援を行うということは重要

で、令和3 年度から学童保育に新たに職員を

配置し学習支援を実施し、地域での取組は、

居場所づくりの一環として学習支援を行う地

域の居場所を拡大させていく活動を支援して

いる。学校活用の学習支援は、慣れ親しんだ

環境で安心して学習に取り組むことができる

メリットがある。地域における学習支援は、



各実施団体によって様々な形で実施されてお

り、学校との連携については、各実施団体の

意向も踏まえながら、個別の支援の中で取り

組んでいく。教育委員会ともよく連携し、地

域で行う学習支援がより有意義なものとなる

よう引き続き取り組んでいく。

( 高橋議員一再質問）

この間既に小学校で、半数強の学校で放課

後学習はされている。当然、それは教員の

方々の熱心な努力によってされている。―

方、私が見学した地域N P  ◦ では、大体1 5 人

ぐらいの高齢者と学生のボランティアが参カロ

し、ほぼ1 対1 で学習の支援をやっている。

支援員とボランティアが一緒になって放課後

学習をするという体制に移っていけば、十分

教員の負担軽減になり、ぜひ教育委員会とし

ても積極的に協力していただきたいがどう

L  か。

( 長田教育長）

地域団体等の方々が学校を活用し、放課後

の学習支援を行うことは、地域で子供たちの

学びや成長を支えるという観点からも大変あ

りがたいことだ。放課後学習に地域団体等の

方に協力をいただく場合、どんな形で連携し

て運営するのが望ましいのか、学校のニーズ

や状況も踏まえながら、最善の方法を学校と

共に考えていきたい。また、こども家庭局と

の連携を図る中で、学校を活用した学習支援

を行っていただける意向をお持ちのN  P 〇法

人等があれば、教育委員会としても学校への

橋渡しや調整を行うなど、積極的に協力対応

をしていきたい。

( 高橋議員・再質問）

こども家庭局と教育委員会が連携しない

と、これは十分進まない。市長にもお伺いし

たいが、地域に開かれた学校をつくっていく

ということについては、現在全市を挙げた重

⑺

要なテーマになっていると思う。地域に開か

れた学校というときに、学校の施設を地域住

民が利用するという方法もあるが、今回のよ

うに、子供たちの学力の向上というテーマに

おいて地域の力を引き出すことができれば、

これは非常に質の高い連携になっていくと思

う。ぜひ市長としても教育委員会とこども家

庭局、関係局の連携を促進するようにお願い

したいがどうか。

( 久元市長）

教育委員会において学校現場としっかり相

談して進めていただければと思うが、教育委

員会とこども家庭局の連携が大変重要だ。教

育委員会とこども家庭局の意見交換の場をよ

り頻繁に設け、総合教育会議の揚でもこども

家庭局にも参画してもらい、放課後の学習支

援も含めた両者の連携も検討させていただけ

ればと思う。

6 . 不登校相談における連携

の強化について

不登校で悩む保護者が最初に相談をするの

が担任教員だが、担任教員が十分に対応でき

ない場合や、忙しい教員に気を遣い相談でき

ない保護者もいる。また学校では、「くすの

き教室」への紹介を行っているが、その対応

は十分とは言えない。自ら不登校のこどもを

持ちピアカウンセリングを行っているN P O か

らは、対応に樵悴した保護者からの相談が多

く、不登校の傾向が出始めた段階で保護者の

サポートができれば、かなり改善するのでは

ないかと聞いている。そこで、不登校の児

童・生徒とその保護者向けの独立した専門相

談窓口を、不登校児童・生徒の学習支援や相

談業務等を行っている青少年育成センターに

設置し、機能拡充してはどうか。また、同じ

境遇を経験したフリースクールの親の会や、
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ピアカウンセリングを行っているN P O などと

連携し、保護者同士が集まる場へと繋げてい

くことも重要で、積極的にこれらの外部団体

との連携を進めるべきと考えるがどうか。

( 長田教育長）

今後の総合的かつ体系的な不登校支援の在

り方について検討をするため、第1 回検討委

員会を7 月1 2 日に開催する。ここでは、こ

れまでの不登校支援の現状と課題について検

証を行い、青少年育成センターの機能拡充や

相談窓口の在り方、また保護者交流の場の設

定などの保護者サポートについても検討いた

だく。また、民間団体等との連絡会で、フ

リースクールと学校との相互理解を深め、連

携上の課題についても意見交換を行ってい

る。保護者同士がっながる場という点は、国

でも同じ悩みを抱える保護者の大きな支えや

前進力になるとされており、本市としても検

討していく必要がある。検討委員会におい

て、有識者等の知見を得ながら、民間団体等

との連携を含め支援の在り方を検討していき

たい0

からずっと悩んだ。学校に行けなくて本当に

この子は大丈夫だろうかと。しかし最後は、

フリースクールで子どもが見せた笑顔で、私

は踏ん切りがついた」と言われた。それから

その保護者とこどもさんの関係は改善されて

いったそうだ。教育委員会も「こどもには多

様な学びの場が必要」と言う観点に立たれて

いると思うが、知らず知らずのうちに「学校

に行けば◦ 、いかなければX 」という考え方

になっていないか。保護者もその考えを簡単

には捨てられない。一番大事なことは、子ど

もの笑顔だと思うが教育長はどう思われる

 か。

( 長田教育長）

文部科学省も、支援の視点ということで、

不登校児童・生徒への支援は、学校に登校す

るという結果のみを目標にするのでなく、児

童・生徒が自らの進路を主体的に捉えて社会

的に自立することを目指す必要があるとして

いる。どのような選択肢が子供にとって一番

望ましいのかを踏まえ、支援の在り方を探っ

ていく必要があると考えている。

( 高橋議員・再質問） （高橋議員・意見）

検討されるとのことだが、問題はその観点 子供1 人1 人に即して支援や関わり方を考

だ。こどもをフリースクールに通わせている えていただきたいと思う。ぜひこれからもそ

あるお母さんが、「子どもが不登校になって の視点で頑張ってほしい。
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フなぐ議員団街頭市政報告会のご案内

この間、每月街頭での市政報告会を開

催しています。第1 1 回目は、6 月議会の

報告も含め、以下のように開催します。暑

い中ですが、熱中症に十分お気をつけて

ご参加下さい。今回は暑さを避け、夕方の

開催になります。（写真は6 月の六甲道駅

での報告会）

・とき 7 月1 6 日（土）午後4 時~ 5 時
・ところ J  R 住吉駅・南側

A F 卿王子公園再翻就| t i l  ( 素塞) の見直し塞を公表

王子公園再整備をめぐり、この間の意見募

集などを踏まえ、神戸市は基本計画I  ( 素案）
の見直し案を6 月1 4 日に公表しました。それ

によると、大学誘致を前提とし、当初と

していた大学は面積を3 .  5  g に縮小した上

で、当初今の遊園地の跡に作るとしていた立

体駐車場を大学の北に配置。動物園は今の面

積を維持した上で、遊園地は動物園にふさわ

しいレクレ' ーション施設を検討するとしてい

ます。また、テニスコートは2 面を公園内に

確保し、新たに6 面をポーアイに新設する内

容です。当初廃止予定だった、遊園地やテニ

スコートは、変則的に「存続」するという見

直し案ですが、大学誘致は譲っていません。

見直しの方向性については、別添の神戸市資

料( 1 0 , 1 1 ページ）を参照してください。

今後6  ~  7 月にかけて市民の意見を聞い

た上で、最終的な素案をまとめるとしてい

ますが、今回の見直し案は、これまでの多く

の市民の運動や議会での追究で、一定の素

案見直しをさせたことは成果ですが、大学

誘致に関しては、今回の見直し案でもあく

まで「大学誘致ありき」にこだわり続けてい

ます。

この間の市民意見募集でも、「大学誘致す

る目的、効果が不明」「少子化の時代に大学

誘致は疑問」「人口増加など、地域の活性化や

メリット、魅力につながらない」「動物園を拡

張充実させるべきで大学誘致は不要」などの

声が多くあがっています。今回の議会でもこ

の「大学誘致ありき」の姿勢に対し、議論や

追究がありましたが、当局からは納得できる

合理的な説明は、まったくありませんでし

 た。

6 月2 1 日の総務財政委員会で大学誘致に

ついて、香川議員の「今回、素案の見直しで、
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パブリックコメントを参考に廃止されてた施

設が復活しているが、大学誘致についてはど

のような協議をしたのか」との質疑に、担当

局長は「協議という意味合いがよくわからな

が、最終的なレイアウトを4 “から3 .  5 ? _ n こ

したということだ」と答弁、香川議員の「具

体的に聞くが、大学誘致を廃止もしくは王子

公園以外の場所にするということは検討した

のか」との再質疑に、担当局長は「しており

ません」と答弁し、市民意見募集をした意味

がまったくない答弁に終始しました。今後、

大学の必要性や大学設置場所が都市公園法か

らはずれることに伴う自然破壊などの問題点

など、まだまだ多く議論・追究していくこと

が求められています。

< 各施設の見直しの方向性（一覽）>

施s k
   ; 見商しの方向性 ' 一: 施設

番号: ゴ側没棘・卷; : ・                : 十：. 、ぺ: 心：= ・・ ・・. ・・・ド- . . リ. ：・. . . . . . . . .  ・: . - . . . . ・. ・・. ・・ ・ . ・: ・. .  : . ・  ・・. : . " : ・・・・; ・ : ・: ・: ・: : …：：. ・・：卜

   て “ 内容

動物圃（默舎等） 再整備
動物園と遊間地をあわせて現粧と同程度の敬地面積を確保 ⑤⑫

動物園（遊園地） 廃i h

駐車楊
再整備
( 遊購地跡地）

再整備
動物や景観に配虛し、補助競技: 湯跡地に整備
廬上の ' - 部をスボーツゾーンとして活用

⑭

大学 新設 新設 敷地面積を約4  h a から約3 -  5 h a に変更 -

スタゾアム（フイ™ ルド） 再整備 フイールド及び純習用4 0 0 m トラック（4 レーン）整満

新スタジアムで・般開放の時間帯を- 設定
⑬

スクシ5 アム（トラック） 廃止

補助競技場 廉止 機能- 保 線: の広場やスポーツゾーン内に多問的に利用できる広場を整僻
新スタジアムで一般開放の時間帯を設定

⑧

フ" ' 一^ ノレ

( 5 0 m  *  2 5 1 7 1 )
廃止

麻止
¢ 園外施拉の充実）

新ポートアイランドスボーツセンター5 0 f n ブ™ ルの可動疎の薄
入及び5 0 m 、郎t n プー- ルのレー- ン增設により- 般利梢を促進 ⑪

プール（幼児用） 施止 機能確保 緑の広場に水遊びができる親水施設を新設

テニスコ―- 卜 廃止
代替 ポートアイランドに6 而新設

⑥
再整備 三子公園内（スボーツゾーン）に2 面確保-

ェン1 、ランス 新設 新設 「緑の広楊」として位撒づけを明確化 -

ちびっこ広楊 存続 スポ- - ツゾーン内で一体的に整備し機能を充誕

( 新たな遊具、多目的に利用できる広驕等）

②

わんぱく広場 庚止
再越爾

④

相撲櫻 存練 庇止 王子公園外の既存施殺を活周 ⑨

登山研修所 存練 再整備 スボーツゾーン内へ移転新設 ⑩

体宵館

存続 存続 ―

①

弓道場 ③

旧ハンター住庵 安, , ，
神戸文学館 ⑬

原田児蛮館 ⑩

再整備：王子公圃内に従前の施設をリニ: 1 ーアルするもめ
代替 : 王子公園外に従前と同等の施設を確保するもの
機能確保: 王子公園内に概ね従前の機能を確保するもの



《参考：ゾーニング> >

・当初素案
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B 「各施設の見直しの方向性j を反映
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